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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）に発行します。新聞折り込みのほか、市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、
小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。 平成26（2014）. 1 . 20みんなでごみをヘラスンジャー▽新しい１年が始まりました。本年も、買い物などの日々の生活から

意識して、みんなでごみを減らすんジャー。
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国
民
年
金
は
、
老
後
や
病
気
・
け
が
に

備
え
、
保
険
料
を
出
し
合
い
、
互
い
を
支

え
合
う
制
度
で
、
国
内
に
住
む　

歳
か
ら

２０

　

歳
未
満
の
方
が
加
入
す
る
制
度
で
す
。

６０
　

国
民
年
金
に
は
、　

歳
か
ら
受
け
ら
れ

６５

る
老
齢
基
礎
年
金
や
、
万
が
一
の
と
き
受

け
ら
れ
る
障
害
基
礎
年
金
、
遺
族
基
礎
年

金
な
ど
が
あ
り
、
受
給
す
る
に
は
、
国
民

年
金
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
付
す
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

　
　

歳
に
な
っ
た
ら
、
加
入
手
続
き
を
し

２０
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
場
合

は
、
免
除
制
度
や
学
生
納
付
特
例
、
若
年

者
納
付
猶
予
な
ど
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ　

▽
加
入
手
続
き
に
つ
い
て
…
保

険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）
９
５
３
１

０４２

▽
制
度
に
つ
い
て
…
武
蔵
野
年
金
事
務
所

緯
０
４
２
２
（　

）
１
４
１
１

５６

 　

２
年
度
分
の
保
険
料
を
口
座
振
替
に
よ

り
ま
と
め
て
納
め
る
こ
と
が
で
き
る
２
年

前
納
が
、
４
月
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

　

２
年
前
納
を
ご
利
用
い
た
だ
く
と
、
現

　

歳
に
な
っ
た
ら

２０国
民
年
金
に
加
入
を
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国
民
年
金
保
険
料
の

２
年
前
納（
口
座
振
替
）を
開
始
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.
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金
で
毎
月
納
付
す
る
場
合
と
比
べ
て
２
年

間
で
１
万
４
千
円
程
度
の
割
引
と
な
り
ま

す
。

※
割
引
額
は
、
今
年
度
の
保
険
料
額
に
よ

る
推
計
で
す
。
平
成　

年
度
の
保
険
料
額

２６

の
確
定
は
、２
月
に
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

２
年
前
納
は
年
金
事
務
所
へ
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。
ぜ
ひ
、
お
得
な
２
年
前
納

を
ご
検
討
く
だ
さ
い
。
な
お
、
４
月
分
か

ら
の
前
納
を
ご
希
望
の
場
合
は
、
２
月
末

日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
（　

）
１
４
１
１

５６

 　

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
将
来

受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金
額
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基

礎
年
金
が
受
け
ら
れ
な
く
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
全
国
の
銀
行
・
郵
便
局
・

農
協
・
漁
協
・
信
用
金
庫
・
信
用
組
合
・

労
働
金
庫
で
利
用
で
き
、
安
心
で
便
利
、

確
実
で
す
。
ま
た
、
口
座
振
替
で
年
金
を

１
年
前
納
す
る
と
、
保
険
料
が
割
引
さ

れ
、
納
付
書
で
前
納
す
る
よ
り
お
得
で
す

（
平
成　

年
度
、
年
間
３
千
７
百　

円
の

２５

８０

割
引
）。

申
込
み　

申
出
書
（
年
金
事
務
所
や
金
融

機
関
に
あ
り
ま
す
）
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機
関
な

ど
の
窓
口
に
提
出

　

な
お
、
４
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
１

年
前
納
、
４
月
か
ら
９
月
ま
で
の
６
か
月

前
納
を
希
望
す
る
場
合
は
、
２
月
末
日
ま

国
民
年
金
の
保
険
料
は

便
利
・
安
心
・
確
実
な

口

座

振

替

で

-

/

.
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で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

武
蔵
野
年
金
事
務
所
緯
０
４
２

２
（　

）
１
４
１
１

５６

　
　

歳
未
満
の
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）

６５
の
加
入
者
で
、
会
社
な
ど
を
退
職
し
、
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
と
そ
の
扶
養
家
族

は
、
退
職
者
医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。

怯
退
職
者
医
療
制
度
と
は

　

被
用
者
保
険
（
会
社
の
健
康
保
険
や
公

務
員
の
共
済
組
合
な
ど
）
に
長
期
の
加
入

期
間
が
あ
り
、
退
職
後
、
国
保
に
加
入
さ

れ
た
方
の
医
療
費
の
一
部
は
被
用
者
保
険

が
負
担
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
こ
と
に
よ
り
、
国
保
加
入
者
全
体
の
国

民
健
康
保
険
税
負
担
を
軽
減
し
、
国
保
財

政
を
支
え
る
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の

が
、
退
職
者
医
療
制
度
で
す
。

　

次
の
条
件
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
方
が

対
象
で
す
。

怯
退
職
被
保
険
者
本
人
と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
被
用
者
年
金（
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
）

を
受
給
し
て
い
る
方
で
、
そ
の
加
入
期
間

が　

年
以
上
ま
た
は　

歳
以
降　

年
以
上

２０

４０

１０

で
あ
る

m
m

m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m
m

怯
退
職
被
保
険
者
の
被
扶
養
者
と
な
る
方

▽
国
保
に
加
入
し
て
い
る

▽　

歳
未
満
で
あ
る

６５
▽
退
職
被
保
険
者
本
人
と
同
一
の
世
帯
に

属
し
、
主
と
し
て
退
職
被
保
険
者
の
収
入

に
よ
っ
て
生
計
を
維
持
し
て
い
る
三
親
等

内
の
親
族
で
あ
る

▽
年
間
収
入
が
百　

万
円
未
満
（　

歳
以

３０

６０

上
ま
た
は
厚
生
年
金
保
険
法
に
よ
る
障
害

年
金
の
受
給
要
件
に
該
当
す
る
程
度
の
障

が
い
の
あ
る
方
は
百　

万
円
未
満
）
で
あ

８０

る怯
手
続
き

　

年
金
の
受
給
権
が
発
生
し
、
年
金
の
受

給
の
手
続
き
を
す
る
と
年
金
証
書
が
送
ら

れ
て
き
ま
す
。
年
金
証
書
到
達
日
の
翌
日

か
ら　

日
以
内
に
、
保
険
年
金
課
（
市
役

１４

所
１
階
）
ま
た
は
東
部
・
西
部
出
張
所
で

届
け
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

届
け
出
に
必
要
な
も
の　

国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
、
年
金
証
書

問
合
せ　

保
険
年
金
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
２
９

　

確
定
申
告
の
際
に
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
は
、
医
療
費
控
除
の
対
象
と
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
（
右
下
表
参
照
）。

　

医
療
費
控
除
の
申
告
に
は
、
領
収
書
の

添
付
ま
た
は
提
示
が
必
要
で
す
。
ま
た
、

高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
や
保
険
か
ら
の
払

い
戻
し
な
ど
利
用
料

の 
補  
填 
が
あ
る
場
合

ほ 

て
ん

は
、
支
払
っ
た
金
額

か
ら
補
填
さ
れ
る
額

を
差
し
引
い
て
申
告

し
て
く
だ
さ
い
。

　

介
護
保
険
料
は
、

社
会
保
険
料
控
除
の

対
象
と
な
り
ま
す

が
、
年
金
か
ら
保
険

料
を
天
引
き
さ
れ
て

い
る
場
合
は
、
保
険

料
を
支
払
っ
て
い
る

の
は
年
金
受
給
者
な
の
で
、
そ
の
親
族
が

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
申
告
す
る
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。

※
所
得
税
お
よ
び
復
興
特
別
所
得
税
の
確

定
申
告
に
つ
い
て
は
、
東
村
山
税
務
署
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

東
村
山
税
務
署
緯　
（
３
９
４
）

０４２

６
８
１
１

怯
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除
は
確
認
書
で

代
用
で
き
ま
す

　

確
定
申
告
で
お
む
つ
代
が
医
療
費
控
除

と
し
て
認
め
ら
れ
る
た
め
に
は
、
医
師
の

お
む
つ
使
用
証
明
書
が
必
要
で
す
が
、
次

の
要
件
す
べ
て
に
該
当
す
る
場
合
は
、
市

が
交
付
す
る
確
認
書
で
代
用
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
交
付
を
希
望
す
る
方
は
、
事

前
に
介
護
福
祉
課
認
定
係
へ
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

▽
確
定
申
告
で
お
む
つ
代
の
医
療
費
控
除

を
受
け
る
の
が
２
年
目
以
降

▽
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
が
介
護
保

険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

▽
お
む
つ
を
使
用
し
て
い
る
方
の
寝
た
き

り
度
・
尿
失
禁
が
、
介
護
保
険
主
治
医
意

見
書
（
当
該
年
に
発
行
し
た
も
の
）
で
確

認
で
き
る

※
確
認
書
の
交
付
に
は
、
手
数
料
２
百　
５０

円
が
必
要
で
す
。

問
合
せ　

介
護
福
祉
課
認
定
係
（
健
康
福

祉
事
務
セ
ン
タ
ー
１
階
）
緯　
（
３
４
６
）

０４２

９
７
５
９
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東
京
都
全
域
の
都
営
住
宅
の
募
集
で

す
。

怯
募
集
す
る
住
宅

陰
ポ
イ
ン
ト
方
式
に
よ
る
募
集
（
家
族
向

の
み
）

　

ひ
と
り
親
世
帯
、
高
齢
者
世
帯
、
心
身

障
が
い
者
世
帯
、
多
子
世
帯
、
特
に
所
得

の
低
い
一
般
世
帯
、
車
い
す
使
用
者
世
帯

が
対
象
で
す
。

隠
単
身
者
向
、
単
身
者
用
車
い
す
使
用
者

向
、
シ
ル
バ
ー
ピ
ア

　

シ
ル
バ
ー
ピ
ア
住
宅
と
は
、　

歳
以
上

６５

の
単
身
者
ま
た
は
、
２
人
世
帯
向
け
の
住

宅
で
す
。

韻
事
業
再
建
者
向
定
期
使
用
住
宅

　

事
業
の
再
建
に
向
け
て
意
欲
的
に
取
り

組
む
中
小
企
業
者
を
居
住
面
か
ら
支
援
す

る
も
の
で
す
。

申
込
書
（
募
集
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）
配
布　

２
月
３
日
（
月
）
〜　

日
（
木
）　

午
前

１３

８
時　

分
〜
午
後
５
時

３０

▽
市
民
課
（
市
役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部

出
張
所
、
動
く
市
役
所

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
市
民
課
で
は
２
月
８
日
（
土
）
の
午

前
８
時　

分
か
ら
午
後
０
時　

分
ま
で
も

３０

１５

配
布
し
ま
す
。

▽
都
庁
、
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都
営
住

宅
募
集
セ
ン
タ
ー
・
各
窓
口
セ
ン
タ
ー

（
韻
の
み
、
東
京
都
中
小
企
業
振
興
公

社
、
各
支
社
で
も
配
布
）

※
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
。
た
だ

し
、
都
庁
第
一
本
庁
舎
１
階
東
京
観
光
情

報
セ
ン
タ
ー
と
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都

営
住
宅
募
集
セ
ン
タ
ー
で
は
、
２
月
８
日

（
土
）・
９
日
（
日
）・　

日
（
火
・
祝
）

１１

の
午
前
９
時　

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で
も

３０

配
布
し
ま
す
。

▽
東
京
都
住
宅
供
給
公
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.to-kousya.o

        
 
 
             

r.jp

    
）
か
ら
、
２
月
３
日
（
月
）
か
ら　
１３

日
（
木
）
ま
で
、
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す

申
込
み　

申
込
書
を
送
付

※
２
月　

日
（
月
）
ま
で
に
届
い
た
も
の

１７

に
限
り
受
け
付
け
ま
す
。

問
合
せ　

東
京
都
住
宅
供
給
公
社
都
営
住

宅
募
集
セ
ン
タ
ー
緯
０
５
７
０
（
０
１
０

８
１
０
）、
申
込
期
間
以
外
緯　
（
３
４
９

０３

８
）
８
８
９
４
（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日

を
除
く
）

　

市
で
は
、
健
全
な
余
暇
利
用
を
目
的
と

し
て
、
市
民
菜
園
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
野
火
止
菜
園
と
仲
町
菜
園
の
２

か
所
の
使
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
菜
園　

▽
野
火
止
菜
園
（
栄
町
１
們

　

們
７
）
…
２
百
９
区
画

２５▽
仲
町
菜
園（
仲
町
３
９
６
）…
百　

区
画

４１

貸
出
期
間　

３
月
か
ら
平
成　

年
２
月
ま

２８

で
の
２
年
間

貸
出
区
画　

１
世
帯
１
区
画
（
野
火
止
菜

園
は
１
区
画　

平
方
㍍
、
仲
町
菜
園
は
１

２０

区
画　

平
方
㍍
）

１０

※
各
菜
園
と
も
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

▽
野
火
止
菜
園
…
年
額
１
万
２

百
円　

▽
仲
町
菜
園
…
年
額
３
千
６
百
円

※
平
成　

年
３
月
以
降
、
費
用
を
見
直
す

２７

予
定
で
す
（
金
額
は
未
定
）。

対　

象　

市
民

申
込
み　

１
月　

日
（
月
）
ま
で
（
土
曜
・

２７

日
曜
日
を
除
く
）
に
、
地
域
文
化
課
（
市

役
所
１
階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動
く

市
役
所
へ
（
は
が
き
可
、
電
話
不
可
）

※
申
込
み
多
数
の
場
合
は
、
２
月
５
日

（
水
）の
午
前　

時
か
ら
、
市
役
所
５
階
５

１０

０
５
会
議
室
で
公
開
抽
選
を
行
い
ま
す
。

※
当
選
し
た
方
は
、
２
月　

日
（
水
）（
こ

１９

の
日
に
出
席
で
き
な
い
方
は　

日
（
日
））

２３

に
行
う
説
明
会
に
必
ず
出
席
し
て
く
だ
さ

い
（
詳
し
く
は
、
当
選
通
知
に
記
載
し
ま

す
）。

※
は
が
き
の
場
合
は
、
１
月　

日
（
月
）

２７

ま
で
（
消
印
有
効
）
に
、
記
入
内
容
（
上

図
）
を
参
照
し
、
問
合
せ
先
へ
。 青梅街道

西武拝島線

ぐ
み
く
ぼ
公
園

Ｎ

野
火
止
菜
園

野火止用水野火止用水

上宿公民館・上宿保育園上宿公民館・上宿保育園

ファミリー
レストラン

あ
か
し
あ
東
通
り

あ
か
し
あ
通
り

青梅街道

Ｎ

仲町菜園

※
申
込
み
で
き
る
菜
園
は
、
１
菜
園
の
み

で
す
（
１
世
帯
で
代
表
１
人
）。

※
味
菜
園
・
小
川
町
一
丁
目
菜
園
使
用
者

は
申
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

※
今
回
募
集
の
菜
園
を
現
在
使
用
し
て
い

て
、
再
度
使
用
を
希
望
す
る
方
も
、
新
た

に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

※
使
用
者
の
決
定
は
２
月
中
旬
に
、
応
募

者
全
員
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
せ　

地
域
文
化
課
（
〒　

們
８
７
０

１８７

１　

小
平
市
役
所
）
緯　

（
３
４
６
）
９

０４２

５
３
２

 　

市
内
で
は
、
こ
こ
数
年
、
振
り
込
め
詐

欺
の
被
害
が
あ
と
を
絶
た
ず
、
予
断
を
許

さ
な
い
状
況
で
す
。
こ
の
た
び
、
年
金
支

給
日
に
合
わ
せ
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
へ
の

被
害
防
止
と
啓
発
の
た
め
の
講
演
会
と
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
い
ま
す
。

と　

き　

２
月　

日（
金
）　

午
前　

時
〜

１４

１０

　

時　

分（
講
演
会
は　

時
〜　

時　

分
）

１１

３０

１０

１０

４５

と
こ
ろ　

東
部
市
民
セ
ン
タ
ー
集
会
室

定　

員　
　

人
６０

内　

容　

振
り
込
め
詐
欺
被
害
防
止
講
演

会
「
腹
話
術
師
に
よ
る
被
害
防
止
の
た
め

の
講
話
」、「
小
平
警
察
署
員
に
よ
る
被
害

防
止
講
話
」

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　

（
３
４
６
）

０４２

９
５
１
９

振
り
込
め
詐
欺

被
害
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

 　

放
送
大
学
は
、
テ
レ
ビ
な
ど
の
放
送
に

よ
り
授
業
を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し
た

い
、学
び
を
楽
し
み
た
い
な
ど
の
目
的
で
、

幅
広
い
世
代
の
方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い

ま
す
。
詳
し
い
資
料
を
無
料
で
送
付
し
ま

す
の
で
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
教
養
学
部

▽
科
目
履
修
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）　

▽
選
科
履
修
生（
１

年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

　

▽
全
科
履
修
生
（
４
年
以
上
在
学
し
、

卒
業
を
目
指
す
）

怯
大
学
院

▽
修
士
科
目
生
（
６
か
月
在
学
し
、
希
望

す
る
科
目
を
履
修
）　

▽
修
士
選
科
生（
１

年
間
在
学
し
、
希
望
す
る
科
目
を
履
修
）

受
付
期
間　

２
月　

日
（
金
）
ま
で

２８

問
合
せ　

放
送
大
学
東
京
多
摩
学
習
セ
ン

タ
ー
（
〒　

們
０
０
４
５　

学
園
西
町
１

１８７

們　

們
１
）緯　
（
３
４
９
）３
４
６
７（
月

２９

０４２

曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

 
選
考
日　

３
月
２
日
（
日
）　

午
前　

時
１０

か
ら

対　

象　

都
内
在
住
・
在
勤
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
方

陰
尋
常
小
学
校
ま
た
は
国
民
初
等
科
を
修

了
し
た
が
、
高
等
学
校
の
入
学
資
格
が
な

い隠
現
行
制
度
で
の
義
務
教
育
未
修
了
で
学

齢
相
当
年
齢
を
超
過
し
、
陰
に
準
ず
る

募
集
人
数　
　

人
４０

申
込
み　

２
月　

日
（
水
）
ま
で
（
消
印

２６

有
効
）
に
、
願
書
を
問
合
せ
先
へ
送
付
ま

た
は
持
参

４
月
入
学
生
募
集

放
送
大
学

神
田
一
橋
中
学
校

通
信
教
育
課
程

生

徒

を

募

集

平
成　

年
度

２６

問
合
せ　

千
代
田
区
立
神
田
一
橋
中
学
校

通
信
教
育
課
程
（
〒　

們
０
０
７
１　

千

１０２

代
田
区
富
士
見
１
們
１
們
６
）
緯　

（
３

０３

２
６
５
）
５
９
６
１

  
怯
育
て
よ
う　

歴
史
を
守
る　

防
火
の
心

　

昭
和　

年
１
月　

日
、
奈
良
県
の
法
隆

２４

２６

寺
で
白
鳳
時
代
に
描
か
れ
た
十
二
面
壁
画

が
焼
損
し
、
社
会
的
に
大
き
な
衝
撃
を
与

え
た
こ
と
を
契
機
に
、
昭
和　

年
か
ら
こ

３０

の
日
を
文
化
財
防
火
デ
ー
と
し
て
、
防
火

設
備
の
点
検
や
整
備
、
放
火
さ
れ
な
い
環

境
づ
く
り
な
ど
、
文
化
財
の
火
災
予
防
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

文
化
財
周
囲
で
の
喫
煙
・
裸
火
の
使
用
、

危
険
物
の
持
ち
込
み
な
ど
は
規
制
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

貴
重
な
財
産
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
手

で
、
後
世
ま
で
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課
防
火
管
理

係
緯　

（
３
４
１
）
０
１
１
９

０４２

 　

主
税
局
で
は
、
納
税
通
知
書
の
内
容
を

点
字
で
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。対
象
は
、

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税（　

区
内
）、

２３

個
人
事
業
税
、
自
動
車
税
で
、
内
容
は
、

税
金
の
種
類
、
納
税
義
務
者
氏
名
、
納
税

通
知
書
番
号
、
納
期
限
、
税
額
、
問
合
せ

先
で
す
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
問
合
せ
先
へ
連
絡
し

て
く
だ
さ
い
。
２
月
末
ま
で
に
連
絡
い
た

だ
い
た
方
に
は
、
平
成　

年
度
分
か
ら
点

２６

字
の
お
知
ら
せ
を
同
封
し
ま
す
。
す
で
に

利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
連
絡
の
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
合
せ　

東
京
都
主
税
局
総
務
部
総
務
課

相
談
広
報
係
緯　
（
５
３
８
８
）２
９
２
４

０３

官
公
署
だ
よ

官
公
署
だ
よ
りり

文
化
財
を
火
災
か
ら
守
ろ
う

小
平
消
防
署

点
字
で
課
税
内
容
を

お

知

ら

せ

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
自
家
処
理
を

促
進
す
る
た
め
、
食
物
資
源
（
生
ご
み
）

処
理
機
器
を
購
入
し
た
方
に
補
助
金
を
交

付
し
て
い
ま
す
。
購
入
金
額
の
２
分
の

１
、
上
限
３
万
円
（
家
庭
用
）
が
補
助
さ

れ
ま
す
。
食
物
資
源
処
理
機
器
を
利
用
す

る
と
簡
単
に
堆
肥
作
り
が
で
き
、
集
積
所

の
か
ら
す
対
策
に
も
有
効
で
す
。
上
手
に

活
用
し
て
、
ご
み
を
減
ら
し
ま
し
ょ
う
。

※
申
請
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
合
せ　

ご
み
減
量
対
策
課
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
５
３
５

　

市
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
と
の
連
携
で

開
設
し
て
い
る
こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
で

は
、
パ
ソ
コ
ン
に
よ
る
簡
単
な
操
作
で
求

人
情
報
を
検
索
で
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門

の
相
談
員
に
よ
る
職
業
相
談
や
職
業
紹
介

も
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
に
関
係
な
く
、

ど
の
地
域
に
お
住
ま
い
の
方
で
も
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。

利
用
時
間　

月
曜
〜
金
曜
日　

午
前
９
時

〜
午
後
５
時
（
祝
日
、
年
末
年
始
を
除
く
）

と
こ
ろ　

福
祉
会
館
３
階

問
合
せ　

こ
だ
い
ら
就
職
情
報
室
緯　
０４２

（
３
４
４
）
１
２
１
５

 
怯
福
祉
分
野
（
介
護
・
医
療
・
保
育
）
の

相
談
窓
口

　

福
祉
分
野
（
介
護
・
医
療
・
保
育
）
の

仕
事
を
希
望
す
る
方
の
職
業
相
談
・
紹
介
、

就
職
活
動
の
ア
ド
バ
イ
ス
（
履
歴
書
の
書

き
方
な
ど
）
を
行
っ
て
い
ま
す
。
福
祉
分

野
の
仕
事
を
お
探
し
の
方
、
転
職
を
お
考

え
の
方
、
資
格
取
得
方
法
を
知
り
た
い
方

な
ど
、
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
福
祉

分
野
で
経
験
の
あ
る
ス
タ
ッ
フ
が
就
職
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川
緯
０
４
２

（
５
２
５
）
８
６
２
９

 　

中
小
企
業
退
職
金
共
済
の
退
職
金
制
度

は
、
国
が
掛
金
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

ま
た
、
掛
金
は
全
額
非
課
税
で
、
管
理
が

簡
単
で
す
。

　

パ
ー
ト
や
家
族
従
業
員
も
加
入
で
き
ま

す
。

問
合
せ　
　

勤
労
者
退
職
金
共
済
機
構
中

（独）

小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部
緯　

（
６

０３

９
０
７
）
１
２
３
４

ハ
ー
ト
フ
ル
ワ
ー
ク

コ
ー
ナ
ー
の
ご
利
用
を

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

 
怯
シ
ル
バ
ー
ガ
イ
ド

▽
新
春
初
詣
・
明
治
神
宮
と
原
宿
・
代
々

木
公
園
を
ぶ
ら
り
散
歩

と　

き　

１
月　

日
（
金
）　

雨
天
実
施

２４

集　

合　

午
前
９
時　

分
、　

山
手
線
原

３０

JR

宿
駅
竹
下
口
改
札
前

※
解
散
は
午
後
０
時　

分
ご
ろ
、　

新
宿

３０

JR

駅
南
口
。

コ
ー
ス　

原
宿
駅
們
竹
下
通
り
們
東
郷
神

社
們
表
参
道
們
代
々
木
公
園
渋
谷
門
們
原

宿
門
們
明
治
神
宮
大
鳥
居
們
明
治
神
宮
御

苑
（
隔
雲
亭
們
菖
蒲
田
們
清
正
井
）
們
本

殿
們
宝
物
殿
・
至
誠
館
前
們
参
宮
橋
口
們

西
参
道
們
代
々
木
緑
道
（
玉
川
上
水
旧
水

路
）
們　

新
宿
駅
南
口　

約
７
㌔
㍍

JR

費　

用　

６
百
円
（
別
途
明
治
神
宮
御
苑

入
苑
料
５
百
円
）

申
込
み　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
へ
緯　

（
３
４
４
）
２
１
２
０

０４２

怯
パ
ソ
コ
ン
教
室
（
２
月
中
旬
〜
３
月
の

募
集
）

コ
ー
ス　

▽
入
門　

▽
ワ
ー
ド　

▽
エ
ク

セ
ル　

▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト　

▽
自
由
コ

ー
ス

と
こ
ろ　

小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー対　

象　

中
学
生
以
上

※
受
講
料
な
ど
、
詳
し
く
は
公
民
館
、
図

書
館
、
地
域
セ
ン
タ
ー
に
置
い
て
あ
る
募

集
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

申
込
み　

１
月　

日
（
金
）
ま
で
に
、
往

３１

復
は
が
き
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
で
住
所
、

氏
名
、
電
話
番
号
、
コ
ー
ス
名
・
番
号
を

記
入
の
う
え
、
小
平
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
〒　

們
０
０
３
１　

小
川
東
町

１８７

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

四
丁
目
２
番
１
号
）
へ
緯　

（
３
４
４
）

０４２

２
１
２
０
、
死ksc

   ０８
@
opal.ocn.n

 
           

e.j

   p  
 

怯
厳
冬
の
玉
川
上
水

と　

き　

１
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

２５

〜
正
午

集　

合　

上
水
本
町
地
域
セ
ン
タ
ー

費　

用　

３
百
円

定　

員　

約　

人
３０

内　

容　

冬
の
玉
川
上
水
を
観
察
す
る

講　

師　

学
び
舎
江
戸
東
京
ユ
ネ
ス
コ
ク

ラ
ブ
会
員
、
観
察
会
ス
タ
ッ
フ

持
ち
物　

飲
み
物
、
筆
記
用
具

主　

催　

学
び
舎
江
戸
東
京
ユ
ネ
ス
コ
ク

ラ
ブ

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

学
び
舎
江
戸
東
京
ユ
ネ
ス
コ
ク

ラ
ブ
・
鈴
木
へ
緯　
（
３
４
６
）９
３
９
７

０４２

 
と　

き　

１
月　

日
（
日
）　

午
後
１
時

２６

開
場
、
１
時　

分
開
演

３０

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
中
ホ
ー
ル

費　

用　

１
千
円

出　

演　

関
東
ジ
ャ
ズ
（
在
日
米
陸
軍
音

楽
隊
）

主　

催　

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

申
込
み　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
へ
緯　

（
３
４

０４２

６
）
９
０
０
０

問
合
せ　

小
平
ユ
ネ
ス
コ
協
会
事
務
局
・

西
村
緯　

（
３
４
１
）
７
９
４
１

０４２
第　

回
玉
川
上
水
自
然
観
察
会

４３ 学
び
舎
ユ
ネ
ス
コ

ユ

ネ

ス

コ

・

ニ
ュ
ー
イ
ヤ
ー
・
コ
ン
サ
ー
ト

 
と　

き　

１
月　

日
（
火
）　

午
前　

時

２８

１０

〜
正
午　

午
前
９
時　

分
開
場

３０

と
こ
ろ　

小
平
第
十
三
小
学
校
体
育
館

※
暖
房
設
備
は
あ
り
ま
せ
ん
。

※
駐
車
場
、
駐
輪
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

費　

用　

無
料

講　

師　

水
谷
修
さ
ん

持
ち
物　

ス
リ
ッ
パ
、
く
つ
袋

主　

催　

小
平
第
十
三
小
学
校
保
護
者
と

教
職
員
の
会
・
心
の
グ
ル
ー
プ

後　

援　

小
平
市
教
育
委
員
会

問
合
せ　

毛
利
緯　
（
３
４
３
）７
０
０
１

０４２

 　

多
摩
地
域
の
魅
力
を
再
発
見
し
、
ふ
る

さ
と
多
摩
へ
の
愛
情
を
深
め
る
「
ふ
る
さ

と
多
摩
の
魅
力
発
見
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ

リ
ー
」
第
３
弾
を
実
施
し
ま
す
。
文
学
、

歴
史
、
美
術
、
産
業
、
自
然
な
ど
に
関
す

る
名
所
を
巡
り
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
の
台
紙

は
、
参
加
各
施
設
に
置
い
て
あ
り
ま
す
。

と　

き　

２
月
１
日
（
土
）
〜
３
月　

日
１６

（
日
）

と
こ
ろ　

平
櫛
田
中
彫
刻
美
術
館
、
ふ
れ

あ
い
下
水
道
館
、
ガ
ス
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
な

ど
の
多
摩
地
域
内
の
各
施
設

費　

用　

無
料
（
有
料
施
設
は
入
場
料
）

主　

催　

多
摩
信
用
金
庫

後　

援　

小
平
市

問
合
せ　

多
摩
信
用
金
庫
価
値
創
造
事
業

部
緯
０
４
２
（
５
２
６
）
７
７
６
４
、 

http://w
w
w
.tam

ashin.j

        
 
 
    
       p  

水
谷
修
先
生
講
演
会

夜
回
り
先
生

ふ
る
さ
と
多
摩
の
魅
力

発
見
め
ぐ
り
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

第

３

弾

 
と　

き　

２
月
２
日
（
日
）　

午
後
２
時

〜
４
時

と
こ
ろ　

美
園
地
域
セ
ン
タ
ー

費　

用　

無
料

定　

員　
　

人
３０

持
ち
物　

着
物
、
帯
、
長
じ
ゅ
ば
ん
、
小

物
一
式
、
ひ
も

主　

催　

小
平
市
日
本
舞
踊
連
盟

申
込
み　

花
柳
へ
緯　

（
３
４
２
）
０
５

０４２

７
３

 
怯
気
象
予
報
士
に
聞
く　

異
常
気
象
と
温

暖
化

　

異
常
気
象
と
温
暖
化
に
つ
い
て
学
び
、

温
暖
化
防
止
対
策
と
し
て
太
陽
光
発
電
な

ど
を
含
め
た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
大

切
さ
を
学
び
ま
す
。

と　

き　

２
月
８
日
（
土
）　

午
後
２
時

　

分
〜
４
時　

分　

２
時　

分
開
場

３０

３０

１５

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館
地
下
和
室

費　

用　

資
料
代
５
百
円

定　

員　
　

人
５０

講　

師　

藤
森
涼
子
さ
ん
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

気
象
キ
ャ
ス
タ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）

主　

催　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ

ー後　

援　

小
平
市

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先
着
順
）

問
合
せ　

田
中
緯
０
４
２
（
４
６
７
）
２

８
６
１
（
午
後
７
時
〜
９
時
）、死kodai

      

ra.solar@
gm
ail.co

         
  
      m  

和
装
着
付
け
講
習
会

卒
業
・
入
学
・
春
の
装
い

小
平
市
文
化
協
会

設
立
一
周
年
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム

こ
だ
い
ら
ソ
ー
ラ
ー

 　

障
が
い
の
あ
る
方
が
、
日
頃
培
っ
た
技

能
を
互
い
に
競
い
合
う
姿
を
、
ぜ
ひ
、
ご

観
覧
く
だ
さ
い
。

と　

き　

２
月　

日
（
土
）　

午
前
９
時

１５

　

分
〜
午
後
３
時　

分

３０

３０

と
こ
ろ　

東
京
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

（
小
川
西
町
２
們　

們
１
）

３４

競
技
種
目　

▽
ワ
ー
ド
・
プ
ロ
セ
ッ
サ　

▽
オ
フ
ィ
ス
ア
シ
ス
タ
ン
ト　

▽
ビ
ル
ク

リ
ー
ニ
ン
グ　

▽
喫
茶
サ
ー
ビ
ス　

▽
パ

ソ
コ
ン
操
作　

▽
パ
ソ
コ
ン
デ
ー
タ
入
力

問
合
せ　
　

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用

（独）

支
援
機
構
東
京
高
齢
・
障
害
者
雇
用
支
援

セ
ン
タ
ー
緯　

（
５
６
３
８
）
２
７
９
４

０３

 
と　

き　

２
月　

日
（
日
）　

午
前
９
時

１６

〜
午
後
１
時
ご
ろ
（
雨
天
中
止
）

集　

合　

午
前
９
時
、　

武
蔵
野
線
西
浦

JR

和
駅
改
札
前

費　

用　

保
険
料
な
ど
３
百
円

定　

員　
　

人
２０

講　

師　

鈴
木
正
男
さ
ん
（
元
日
本
野
鳥

の
会
理
事
）

持
ち
物　

弁
当
、
飲
み
物
、
筆
記
用
具
、

双
眼
鏡
、
防
寒
着

※
当
日
は
、往
復
約
４
熟
俊
を
歩
き
ま
す
。

歩
き
や
す
く
、
寒
く
な
い
服
装
で
参
加
し

て
く
だ
さ
い
。

主　

催　

小
平
市
野
鳥
と
緑
の
会

申
込
み　

２
月　

日
（
月
）
ま
で
に
、
木

１０

村
へ
緯　

（
３
４
１
）
２
８
７
１

０４２
東
京
障
害
者
技
能
競
技
大
会

（
東
京
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク
）

第　

回
１２

彩
湖
（
荒
川
調
整
池
）
で

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ

国 民
金年

医療費控除の対象となる介護サービス
対象となる金額対象となるサービス

サービス利用にかかる１
割自己負担額と居住費・
食費の自己負担額の合計
の２分の１

指定介護老人福祉施設（特別養
護老人ホーム）
指定地域密着型介護老人福祉施
設施設

サービス利用にかかる１
割自己負担額と居住費・
食費の自己負担額

介護老人保健施設
指定介護療養型医療施設

サービス利用にかかる１
割自己負担額と食費の自
己負担額
※保険給付の支給限度額
超過分（全額自己負担と
なった部分）も控除の対
象となります。

訪問看護
介護予防訪問看護
訪問リハビリテーション
介護予防訪問リハビリテーション
居宅療養管理指導
介護予防居宅療養管理指導
通所リハビリテーション（デ
イケア）
介護予防通所リハビリテーシ
ョン

医
療
系

居
宅
サ
ー
ビ
ス

サービス利用にかかる１
割自己負担額と滞在費・
食費の自己負担額

短期入所療養介護（ショート
ステイ）
介護予防短期入所療養介護

サービス利用にかかる１
割自己負担額
※居宅サービス計画（ケ
アプラン）または介護予
防サービス計画に位置づ
けられ、医療系介護サー
ビスと一緒に利用してい
ることが前提です。
※保険給付の支給限度額
超過分（全額自己負担と
なった部分）は控除の対
象となりません。
※通所介護の食費、短期
入所生活介護の滞在費・
食費は控除の対象となり
ません。

訪問介護（生活援助中心型を
除く）
介護予防訪問介護
夜間対応型訪問介護
訪問入浴介護
介護予防訪問入浴介護
通所介護（デイサービス）
介護予防通所介護
短期入所生活介護（ショート
ステイ）
介護予防短期入所生活介護
認知症対応型通所介護
介護予防認知症対応型通所介護
小規模多機能型居宅介護
介護予防小規模多機能型居宅
介護

福
祉
系

※上記にかかわらず、居宅サービスなどで介護福祉士などによる
 喀  痰 吸引などが行われた場合は、そのサービスに要する費用の
かく たん

自己負担額の１０分の１が医療費控除の対象になります。
※市内に指定の事業所がない「定期巡回・随時対応型訪問介護看
護」、「複合型サービス」をほかの区市町村で利用していて市内に
転入した場合は、医療費控除の対象となる場合があります。

退
職
者
医
療
制
度
の

届
け
出
を

国
民
健
康
保

国
民
健
康
保
険険

食物資源（生ごみ）
処理機器
購入費の
一部を補助

こだいら
　就職情報室

ああああああああああああああああああああああああああああああああああななななななななななななななななななななななななななななななななななたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたたのののののののののののののののののののののののののののののののののの
就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就就職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職職活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動をををををををををををををををををををををををををををををををををを
応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応応援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援援

都都 営営 住住 宅宅
（（東東京京都都全全域域））のの
申申込込書書をを配配布布

都 営 住都 営 住 宅宅
（東京都全（東京都全域域））のの
申込書を配申込書を配布布

医
療
費
控
除

医
療
費
控
除
のの

対
象
と
な

対
象
と
な
るる

介
護
保
険
サ
ー
ビ

介
護
保
険
サ
ー
ビ
スス
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１．住　所
２． 氏 　 名 ・年　齢

ふり がな

３．電話番号
４．申込菜園名
　　○○○○　菜園
５．現在使用区画番号
　（同じ区画を希望する方のみ記入）

はがき記入内容

※余白は多めにとってください。

余　　　　白


